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研究成果の概要（和文）：　日本語学習者のためのコロケーション検索システム「かりん」を開発、公開した。コロケ
ーションは「現代日本語書き言葉均衡コーパス(BCCWJ）」（国研2011）から旧日本語能力試験（旧JLPT）１級と２級の
名詞と共起する動詞・修飾語を抽出、共起頻度とダイス係数を計算し選出した。学習者画面には、動詞の機能的意味・
複合助辞的意味、BCCWJのサブコーパス別使用相対頻度を表示し、名詞・動詞・修飾語に旧JLPTのレベル、学習指標値
（徳弘2006）を付与、作例による例文とその訳文（英中韓）の付与などを行った。試作版の限定的な公開を行い、フィ
ードバックによる修正を実施した。

研究成果の概要（英文）： This program, "Karin" is a collocation search system designed for Japanese 
Learners, and is based on the Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese (BCCWJ). By using the 
calculated co-occurrence frequency and dice co-efficient results, Karin is able to select the 
co-occurring verbs and modifiers of the nouns belonging to the first and second levels of the former 
Japanese Language Proficiency Test (JLPT). Some learning tips and information are also provided, 
including: specifying when a verb has a functional meaning or a compound auxiliary meaning, and comparing 
the relative frequency of collocations in each sub-corpus of BCCWJ. Furthermore, the former JLPT levels 
of the nouns, verbs, and modifiers as well as those by Tokuhiro's "Study Value Index"; original example 
sentences along with their translations; and the Furigana readings for every word used within the 
collocations are made available. Modifications to “Karin” have been made based on feedback from the 
participants.

研究分野： 日本語教育

キーワード： コーパス　コロケーション　検索システム　機能動詞　日本語学習
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１．研究開始当初の背景 
 近年、日本語学・日本語研究においても、
コーパスの開発が進み、その成果を日本語学
習に活用するための研究や教材作りが活発
に行われるようになった。日本語のコロケー
ションに関しても、こうしたコーパスを活用
した検索システム「NINJAL-LWP」、日本語
作文支援システム「なつめ」などが開発され
ていた。これらのシステムでは、コーパスを
用いて抽出されたコロケーションが統計指
数別に例文も併せて閲覧表示可能となって
いるが、日本語学習者にとって、①一度に多
数のコロケーションが漢字の読みや意味な
どの説明なく表示されるため、どのコロケー
ションを選択すれば良いかの判断が難しい
場合、②表示される例文が原文のままである
ため、文脈の不足、漢字の読み・語彙・文法
の難しさなどの点で理解が容易ではない場
合などがあり、実際の使用において難しい面
もあった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、旧日本語能力試験（以下
旧 JLPT）１級および２級の漢語名詞と共起
する語を「現代日本語書き言葉コーパス」（国
研 2011、以下 BCCWJ）より抽出し、これら
の漢語名詞とコロケーションを成す共起語
（修飾語と動詞）を検索可能とする日本語学
習者用のシステム「かりん」を構築し、試行
することである。 
その際、学習者への利便性を高めるため、

①『分類語彙表』を用いて意味の分類を行う
こと、特に、意味が文法化している動詞につ
いて、村木（1991)の「機能動詞」の概念を
用いて意味・機能別に分類して表示すること、
②作例による用例やそれらの訳文を示すこ
となど学習者の理解を助けること、③他のコ
ロケーション学習支援サイトとのリンクを
貼り、習得支援にも資することを特長とした
システムの開発を目指している。 
 
３．研究の方法 
 以下、研究手順、および方法の概略を示す。 
 
(1)コロケーションの選定と表示方法 
はじめに、本システムで検索可能とするコ

ロケーションの範囲を「修飾語＋名詞」、「名
詞＋動詞」それぞれにおいて決定し、BCCWJ
におけるこれらのコロケーションの共起頻
度とダイス係数を計算するプログラムを作
成、実行した。名詞にはカタカナ語も含むこ
ととし、表示する計算結果の範囲は共起頻度
５以上とし、ダイス係数順に表示することと
した。 
 

(2)「名詞＋動詞」のコロケーションにおけ
る「動詞」の意味分類 
本システムでは、村木（1991）の「機能動

詞」の分類を基に、動詞の意味の分類を行っ
た。 

村木（1991:203）は、機能動詞を「実質的
な意味を名詞にあずけて、みずからはもっぱ
ら文法的な機能をはたす動詞」とし、例えば
「上着をかける」といった実質的な意味を表
す用法ではなく、「攻撃をかける」・「苦労を
かける」のような動作名詞などと共起してア
スペクトやヴォイスなど文法的側面を表す
ものであると述べている。このように村木
（1991）は動詞の分類として機能動詞と実質
動詞を挙げているが、動詞にはこのほかに
「～について」「～を通して」のような複合
助辞的な使われ方をするものも存在する。 
そこで、本システムでは、動詞を「実質的

意味」・「機能的意味」・「複合助辞的意味」の
３種類に分類し、表示することとした。その
ために、まず村木（1991）の機能動詞の概念
に従い、本システムで採用するすべての名詞
に実質名詞・抽象名詞・動作名詞のタグ付け
を行った。これにより、動作名詞が機能的意
味を持つ動詞と共起する場合には、各動詞が
持つ機能的意味が表示できるようにした。他
方、村木（1991）で挙げられている以外にも
機能的意味として、いくつかの意味分類のカ
テゴリーや動詞の追加（例：アスペクトに「変
化・出現」「消滅」のカテゴリーを、動詞「着
手する」を始動相に追加）や、カテゴリー名
の変更（例：「受身」から「Ｎされる（受け
る）」）を行った。 
複合助辞的意味については、検討した結果、

抽象名詞・動作名詞と共起する場合に、それ
ぞれの複合助辞の意味を表示することとし
た。しかし複合助辞に関しては、まだ検討途
中の段階で現在は暫定的な分類である。 
 修飾語についても意味分類を検討する予
定であったが、各名詞と共起する修飾語の用
例数が少なく（すなわち分類可能なほど多く
の修飾語と共起する名詞が少なく）、かつ当
初計画していた『分類語彙表』では分類が困
難であったため、現在、意味分類は行ってい
ない。 
 
(3)例文、および訳文の表示方法 
「名詞＋動詞」のコロケーションには、研

究期間を通じて例文を作成し、その例文には
英中韓の３カ国語で訳文を付与している。例
文作成には時間がかかること、またフィード
バックで「コロケーションの訳がほしい」と
の意見があったことから、まず「名詞＋動詞」
のコロケーションの訳を表示し、随時、例文
を追加していくこととした。 
 「修飾語＋名詞」のコロケーションでは、
後続語が加われば、多くの場合述語が示せる
ため、例文は作成せず、「修飾語＋名詞」に
継続する「助詞＋自立語」のパターンの中か
ら共起頻度が上位にある３パターンを抽出
し、修飾語からその自立語までを例文に代わ
るものとして表示することにした。 
 
(4)その他の学習者を支援する表示 
その他、日本語学習者の学習の支援となる
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